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トピックス 

東南アジア等で流行している「重症急性呼吸器症候群」関連情報 

今年の 2 月中旬以降、ベトナムのハノイ、香港などで、原因不明で重篤な急性呼吸器感染症が流行

しています。これまでに、264 名の患者（疑いを含む）（香港で 150 人、ベトナムで 56 人、シンガ

ポールで 31 人等）と少なくとも９名の死亡者が発生しています（3 月 19 日現在 ＷＨＯ（世界保健機

関））。 WHO は、この原因不明の感染症に関して、先週木曜日（3 月 13 日）に世界各国に「緊急渡

航情報」を発信し、病気の特徴などを公表し、その後も情報の更新を継続し注意を呼びかけています。

我が国の厚生労働省でもＷＨＯの情報を受け、全国の自治体、医療機関等に関連情報を伝え、疑わし

い患者の発生報告を依頼し、この時期に香港を訪れた 3 名の発熱患者が報告されていますが、今のと

ころこれらのヒトは肺炎の症状もなく重症急性呼吸器症候群に罹っている可能性は低いと考えられて

います。 
また、現時点でのほとんどの患者は、患者の医療に携わった医師、看護師などの医療従事者、それ

に患者と同居している家族で、学校を始め職場など一般社会での流行報告はありません。 
可能性は非常に低いものの、我が国から香港やハノイ、それにシンガポールなどへの渡航者が非常

に多いことを考えると、我が国にこの重症急性呼吸器症候群が侵入する可能性も考えておく必要があ

ります。前述の地域（香港、ハノイ、シンガポールなど）に滞在した後２週間以内に疑わしい症状を

示しているヒト、それに、それらヒトを診療する各医療機関においては、下記の WHO の症例定義を

参考にして、適切な対応を取ることが強く勧められます。 
 
〈 原因不明の重症急性呼吸器症候群の症例定義 〉 
 
〇 疑いのあるもの 
2003 年 2 月 1 日以降に以下の全ての症状を示して受診した患者で 

・ 38 度以上の発熱 
・ 咳、息切れ、呼吸困難感などの呼吸器症状 

かつ、以下のいずれかを満たす者 
・ 原因不明の重症急性呼吸器症候群の発生が報告されている地域(＊)へ旅行した者 
・ 原因不明の重症急性呼吸器症候群の症例を看護・介護するか、同居しているか、濃厚接触す

るか、患者の気道分泌物、体液に触れた者 
 

＊ ＷＨＯが 3 月１8 日現在、報告されていると示した地域は、香港、ベトナム（ハノイ地区）、

シンガポール、中国（広東省）、台湾、カナダ、タイ、ドイツ、スロベニア、英国である。 
 
〇 可能性のあるもの  
上の〇疑いのあるもののうち、 

・ 胸部レントゲン写真で肺炎、または呼吸窮迫症候群の所見を示す者 



〇 予防方法 
・ 原因は今のところ不明ですが、ウイルス分類上は麻疹（はしか）やおたふく風邪の原因とな

るウイルスが属するパラミクソウイルスというウイルスが一部の患者さんから分離されたとの

報告がなされています。いずれにしても、医師や看護士、それに患者と同居する家族など患者

との濃厚接触者から多くの患者が発生していることを考えると、うがいや手洗いの励行など、

一般的な衛生状態の保持は有効だと考えられます。  
・ WHO は当該地域への渡航に関して制限をしてはいませんが、米国 CDC は香港、中国広東

省、ハノイ（ベトナム）などへの渡航に関し、絶対的な必要性がないかぎり延期を考慮するよ

うにとしています。 
 

なお、感染源、病原体の確定など新たな情報が入り次第、再度この週報トッピクスで皆様に

お知らせします。 
 
参考 
WHO 
Severe Acute Respiratory Syndrome (SARS) を参照してください。 
 
厚生労働省 
東南アジア等で流行している「重症急性呼吸器症候群」関連情報を参照してください。 
 
感染症情報センター 
緊急情報 重症急性呼吸器症候群を参照してください。 

 

流行状況 

 
●  Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎  ＊ レ ン サ 球 菌 の う ち 血 清 型 分 類 の Ａ 群 に 分 類  

さ れ る も の に よ る 上 気 道 感 染 症  

  定点当たりの報告数は 1.3（前週 1.1）とやや増加  

 

●  水痘（みずぼうそう）  

  定点当たりの報告数は 2 .4（前週 1 .9）とやや増加  
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http://www.who.int/en/
http://www.mhlw.go.jp/topics/2003/03/tp0318-1.html
http://idsc.nih.go.jp/index-j.html
http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/yourenkin.html
http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/suitou.html


 

●  咽頭結膜熱  発 熱 ・ 咽 頭 炎 ・ 結 膜 炎 を 主 症 状 と す る 急 性 の ア デ ノ ウ イ ル ス 感 染 症  

  定点当たりの報告数は 0 .13（前週 0 .11）とやや増加  
 

●  感染性胃腸炎   

 定点当たりの報告数は 8.2（前週 8.2）と同程度に推移  

 

●  インフルエンザ       

定点当たりの報告数は 2.9（前週 3.3）と減少していますが、定点の先生

方からのコメントでは、インフルエンザＢ型の報告が目立ちます。 

 

厚 生 労 働 省 インフルエンザ対 策 キャンペーンホームページ 

インフエンザＱ＆Ａ、キャンペーンポスターなどがダウンロードできます。 

http://influenza-mhlw.sfc.wide.ad.jp/ 

 

 

感染症についての説明及びグラフ総覧については、  

愛知県衛生研究所のホ－ムペ－ジをご覧ください。  

（ http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/）  

 

 

定点の先生方からのコメント 

尾張西部地区  

 

●  病原性大腸菌Ｏ 1 3 歳男、 4 歳男、 14 歳女  

  病原性大腸菌 O6 2 歳男  

  病原性大腸菌Ｏ 18 30 歳女  

  病原性大腸菌Ｏ 8 8 歳男  

  病原性大腸菌 O124 8 歳女  

  胃腸風邪とインフルエンザが再び増加しています。  

  病原性大腸菌感染症の増加を不安に感じます。  

【尾西市  城後小児科】

●  インフルエンザは A 型、 B 型各 1 名  

  溶連菌感染症と感染性胃腸炎が目立つ  

【一宮市  あさのこどもクリニック】

●  5、 6 歳 を 中 心 に は じ ま っ て 、 胃 腸 炎 が 乳 幼 児 及 び 小 学 生 以 上 の 年 齢 の 子

ども、大人に広がっています。  

【犬山市  武内医院】

●  感染性胃腸炎の流行が続いています。  

  インフルエンザが少し増加しています。（ 11 名ありました。）  

  溶連菌感染症も少しみられます。  

【江南市  みやぐちこどもクリニック】

 

http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/ichouen.html
http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/influ.html
http://influenza-mhlw.sfc.wide.ad.jp/
http://influenza-mhlw.sfc.wide.ad.jp/
http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/


 

●  インフルエンザは全例 B 型でした。  

【江南市  河野小児科】

●  インフルエンザは全てＢ型  8case と少なくなっています。（ワクチン 接

種は 2case）  

  ウイルス性胃腸炎  多発しています。  

  水痘も続発中  

【岩倉市  医療法人なかよしこどもクリニック】

 

 

●  5ヵ月女  ロタウイルス（＋）でした。  

  4ヵ月女  突発性発疹  

【春日町  丹羽医院】

●  インフルエンザは 2名ともＡＢクイックにてＡ＋でした。  

【立田村  谷本医院】

 

尾張東部地区  

 

●  ロタウイルス感染を含めた感染性胃腸炎が多くみられます。  

  カンピロバクター腸炎 1 例（ 2 歳女）  

  手足口病みられます。  

  インフルエンザは兄弟でＡ型 2 例です。  

【瀬戸市  津田こどもクリニック】

●  インフルエンザはＡ型については流行終了と思われます。  

  インフルエンザＢ型が 2 例ありました（いずれも幼児）。  

  乳児でロタ下痢症少し目立ってきました（重症脱水での入院例もあり）。

  マイコプラズマ感染症も多くみられます。  

  特定の保育園で水痘流行あり。  

【尾張旭市  医療法人誠和会佐伯小児科医院】

●  インフルエンザ少々（Ｂ型のみ）  

  ロタ胃腸炎大流行  

【春日井市  朝宮こどもクリニック】

●  今週は感染性胃腸炎が多くみられました。  

  ロタウイルス（ +）も 4 名ありました。  

  インフルエンザＢ型も 2 名ありました。  

【春日井市  かちがわ北病院】

●  ロタウイルスによる胃腸炎が多く見られます。  

  インフルエンザはＢ型が多いようです。  

【小牧市  志水こどもクリニック】
 



 

●  ロタ胃腸炎多し、脱水入院例もある。  

  ある小学校でインフルエンザＢ型が流行  

【小牧市  小牧市民病院】

●  アデノウイルス  2 ヵ月  1 人  

【東海市  東海市民病院】

西三河地区  

 

●  Ａ型インフルエンザ  3 歳女  

【豊田市  星ヶ丘たなかこどもクリニック】

●  後日ですが、生かきの会食後の食中毒でしたという方がチラホラありまし

た。  

【豊田市  わかぞの東洋クリニック】

●  3 歳男  病原性大腸菌Ｏ 1  

【岡崎市  医療法人深田小児科】

●  5 歳女  病原性大腸菌Ｏ 157 ＶＴ１（－）、ＶＴ２（－）  

  2 歳女、 4 歳男  病原性大腸菌Ｏ 25 

【岡崎市  花田こどもクリニック】

●  Ｂ型インフルエンザ  6 名  

  9 歳男  病原性大腸菌Ｏ１  ＶＴ（－）  

  2 歳男  カンピロバクター  

【岡崎市  にいのみ小児科】

●  インフルエンザＡ型  5 歳女  

  インフルエンザＢ型  24 歳女、 8 歳女と 36 歳女の母娘  

【岡崎市  粟屋医院】

●  1 歳  ロタウイルス（＋）  2 人  

【刈谷市  田和小児科医院】

●  インフルエンザＢ型が増加  

  ムンプス流行中  

【知立市  宮谷クリニック】

●  感染性胃腸炎もまだ見られます。  

  インフルエンザ  Ｂ型 10 人  

【西尾市  山岸クリニック】

 

 
 



 

●  1 歳 2 名、 3 歳男、 10 ヵ月女  ロタウイルス腸炎  

  1 歳女  エルシニア腸炎 ＊ 1 

【幸田町  とみた小児科】
＊ 1 エ ル シ ニ ア 腸 炎 ：  主 に 、 食 中 毒 原 因 菌 の １ つ で あ る 腸 炎 エ ル シ ニ ア が 感 染

す る こ と に よ っ て 、 多 く は 急 性 大 腸 炎 ・ 胃 腸 炎 な ど を 起 こ

す が 、 関 節 炎 な ど の 続 発 症 が 起 こ る こ と も あ る 。 冷 蔵 庫 で

も ゆ っ く り と で は あ る が 増 え る た め 、 注 意 が 必 要 。  

●  溶連菌感染症が多くみられました。  

【三好町  三好町民病院】

 

東三河地区  

 

●  相変わらずインフルエンザＢ型が小学生、幼児に多く見られます。  

  溶連菌感染・水痘も散発しています。  

【豊橋市  あずまだこどもクリニック】

●  水痘が増えています。  

  マイコプラズマが増えてきました。  

【豊橋市  冨田小児科】

●  ロタウイルス腸炎を含む感冒性胃腸炎が目立ちます。  

【田原町  かわせ小児科】

 

 

 

 

 

1～3 類感染症の発生状況 （愛知県） 

 
●  発生報告なし  
 
 

 

 

 

全数把握の 4 類感染症の発生状況 （愛知県） 

 

●  アメーバ赤痢 1 例  感染経路不明  

●  急性ウイルス性肝炎（Ｂ型）１例  感染経路不明  

 

 

 

 



愛知県感染症情報              平成 15 年 3 月 20 日  

愛知県衛生研究所企画情報部（文責  磯村）  

 
 校 庭 に 沈 丁 花 が 匂 う よ う に な り 、 庭 の 隅 に 咲 い た 椿 に 目 白 が 集 ま っ て き て い

ま す 。 鴬 の お ず お ず し た 初 音 が 聞 こ え て 季 節 の 移 ろ い を 教 え て く れ ま す 。 寒 い

日が多くてつらい冬でした。いつも貴重な情報をありがとうございます。 3 月前

半のまとめをお送りします。  

 

１ ） 名 古 屋 市 内 ： 第 一 日 赤 有 吉 先 生 か ら イ ン フ ル エ ン ザ Ａ 、 Ｂ 共 に 減 少 、 ウ イ

ル ス 性 胃 腸 炎 （ ロ タ ウ イ ル ス 、 ア デ ノ ウ イ ル ス ） の 入 院 と Ｒ Ｓ ウ イ ル ス 感 染

症 、 マ イ コ プ ラ ス マ 肺 炎 が 目 立 つ 、 名 鉄 病 院 宮 津 先 生 か ら は ロ タ ウ イ ル ス 下

痢 症 が 大 流 行 中 で 要 入 院 例 急 増 、 年 長 児 か ら 成 人 ま で 年 齢 巾 は 広 く 、 白 色 便

例 あ り 、 水 痘 散 発 中 、 千 種 区 今 枝 先 生 か ら は ウ イ ル ス 性 胃 腸 炎 と き ど き 、 Ｂ

型 イ ン フ ル エ ン ザ の 小 流 行 が 小 学 校 で あ り 、 三 菱 病 院 入 山 先 生 か ら は イ ン フ

ル エ ン ザ は Ａ 型 （ 肺 炎 合 併 例 と 発 熱 ＋ 嘔 吐 、 脱 水 で 要 入 院 例 あ り ） Ｂ 型 が 混

在 し て い る が 全 体 と し て 減 少 中 、 溶 連 菌 感 染 症 、 Ｒ Ｓ ウ イ ル ス と マ イ コ プ ラ

ス マ 感 染 症 を 含 む 肺 炎 の 入 院 、 感 染 性 腸 炎 （ カ ン ピ ロ 、 病 原 性 大 腸 菌 Ｏ 1、 Ｏ

125） の 入 院 あ り 、 中 京 病 院 柴 田 先 生 か ら は ロ タ ウ イ ル ス 感 染 症 増 加 中 で 要 入

院 例 も 目 立 つ 、 労 災 病 院 山 田 先 生 か ら は イ ン フ ル エ ン ザ Ｂ （ 要 入 院 例 あ り ） 、

ロ タ ウ イ ル ス 腸 炎 （ 痙 攣 が 多 い ） 、 ア デ ノ ウ イ ル ス 腸 炎 、 溶 連 菌 感 染 症 が 多

く、水痘発生中とのお手紙をいただきました。  

 

２ ） 尾 張 地 区 ： 犬 山 市 武 内 先 生 か ら は 溶 連 菌 感 染 症 散 発 中 で ロ タ 様 の 症 状 の 胃

腸炎が 5－ 6 歳を中心に乳幼児とやや高年齢層に拡大中、江南市昭和病院西村

先 生 か ら は ロ タ ウ イ ル ス 性 胃 腸 炎 の 入 院 例 目 立 つ 、 常 滑 市 民 病 院 上 田 先 生 か

ら は ロ タ ウ イ ル ス を 含 む 胃 腸 炎 （ 要 入 院 例 目 立 つ ） 、 ム ン プ ス 、 突 発 性 発 疹 、

水痘、マイコプラスマ肺炎（要入院例多い）が目立つとのお手紙でした。  

 

３ ） 三 河 地 区 ： ト ヨ タ 病 院 木 戸 先 生 か ら は ロ タ ウ イ ル ス 腸 炎 （ 要 入 院 例 や 目 立

つ ） 、 イ ン フ ル エ ン ザ が ち ら ほ ら （ Ｂ 型 も ） 、 加 茂 病 院 梶 田 先 生 か ら は ロ タ

ウ イ ル ス 感 染 症 を 含 む 急 性 胃 腸 炎 症 多 く 入 院 例 が 目 立 ち 、 Ｅ Ｂ ウ イ ル ス に よ

る 伝 染 性 単 核 症 4 名 あ り 、 安 城 更 生 病 院 小 川 先 生 か ら は イ ン フ ル エ ン ザ 流 行

が 治 ま り つ つ あ り ロ タ ウ イ ル ス 腸 炎 増 加 （ 脱 水 で 要 入 院 あ り ） 、 知 立 市 近 藤

先 生 か ら は イ ン フ ル エ ン ザ Ａ 、 Ｂ 共 に 減 少 、 感 冒 性 胃 腸 炎 が 多 い 、 刈 谷 市 田

和 先 生 か ら は ロ タ 陽 性 を 含 む 嘔 吐 下 痢 症 が 目 立 ち 、 ア デ ノ 陽 性 扁 桃 炎 と 溶 連

菌 感 染 症 時 々 、 イ ン フ ル エ ン ザ Ｂ 散 発 、 碧 南 市 永 井 先 生 か ら は 嘔 吐 を 主 症 状

と す る 胃 腸 炎 症 が 目 立 ち 、 水 痘 増 加 中 、 豊 橋 市 か ら は ロ タ ウ イ ル ス を 含 む 感

染 性 腸 炎 が 多 く 、 溶 連 菌 感 染 症 が 散 発 中 （ 市 内 長 屋 先 生 、 宮 澤 先 生 ） と の お

手紙でした。有難うございました。  

 

 

 

 



ＷＨＯ疫学週報抜粋抄訳       平成 15 年 3 月 20 日  

愛知県衛生研究所企画情報部  （文責  磯村）  

2003 年 2 月 14 日（ 78 巻 7 号）  
☆  急性出血熱。コンゴ。 2 月 12 日時点で 61 例の出血熱疑い例の届出があり、

保健省とＷＨＯ、国際日赤などがウイルス検査と発生情況調査を開始。  
☆  急性気道感染症。中国。中国広東省当局は 02 年 11 月 16 日－ 03 年 2 月 9 日

の間に 305 例（死亡 5 例）の急性気道感染症発生を報告。現在までインフル

エンザウイルスの分離は陰性。現在調査進行中。  
☆  予 防 接 種 安 全 性 。 Ｗ Ｈ Ｏ ／ ユ ニ セ フ 合 同 会 議 。 過 去 4 年 間 に わ た り 定 期 的

に 合 同 会 議 が 開 催 さ れ て い る 。 ① 注 射 器 材 の 管 理 ： 使 い 捨 て 注 射 器 の 普 及 は

世 界 全 体 で 00 年 の 50％ が 01 年 に は 65％ に 増 加 、 特 に 欧 州 地 区 （ 35％ →

67％ ） 、 ア フ リ カ 地 区 （ 44％ → 61％ ） 、 南 北 ア メ リ カ （ 39％ → 58％ ） が 著 明

であるが開発途上国の低さが目立っている（ 01 年 42％：世界統計、グラフあ

り ） 。 ② 予 防 接 種 後 の 副 作 用 監 視 ： 世 界 の 53％ の 国 が 副 作 用 届 出 制 度 を 持 っ

ている。問題は調査網の精度と正確さにあり、今後の検討が必要である。  
☆  インフルエンザ。 03 年 2 月。チェコ：Ｂ型。ワクチン類似株。フィンラン

ド ： Ｂ 型 。 小 児 と 高 齢 者 。 フ ラ ン ス 、 ド イ ツ ： Ａ 型 （ Ｈ 1Ｎ 1、 Ｈ 3Ｎ 2） 、 Ｂ

型 。 ロ シ ア ： 殆 ど が Ａ （ Ｈ 3Ｎ 2） 、 Ａ （ Ｈ 1Ｎ 1） 散 発 。 ス イ ス ： Ａ （ Ｈ 3Ｎ
2）とＢ型。  

☆  2 月 7 日－ 13 日届出。コレラ：インド、イラク。黄熱：ブラジル、コロン

ビア、ペル－。  
 
2003 年 2 月 21 日（ 78 巻 8 号）  
☆  エボラ出血熱。コンゴ：前号の続き。 2 月 18 日時点で 73 例（死亡 59 例）。

臨 床 材 料 か ら エ ボ ラ ウ イ ル ス 分 離 。 Ｗ Ｈ Ｏ 専 門 家 を 含 む チ － ム が 現 地 で 活 動

開始。  
☆  インフルエンザ（Ｈ 5Ｎ 1）。香港： 2 月 19 日時点で 9 歳男児を発端として

両親、同胞が発症、死亡 2 例。当局が現在感染源等について調査中。  
☆  風 疹 ・ 先 天 性 風 疹 症 候 群 。 南 北 ア メ リ カ ： 先 天 性 風 疹 対 策 の 現 状 。  地 区

別 ： ① Ｍ Ｍ Ｒ ワ ク チ ン を 定 期 接 種 と 同 時 に 成 人 女 性 に も 接 種 ： 米 合 衆 国 、 カ

ナ ダ 、 キ ュ ー バ 、 ウ ル グ ア イ 等 。 ② 女 性 に 風 疹 ワ ク チ ン 接 種 ： ブ ラ ジ ル 、 チ

リ 。 ③ 小 児 期 の 定 期 接 種 だ け ： ア ル ゼ ン チ ン 、 ボ リ ビ ア 、 ペ ル － 、 エ ク ア ド

ル等。  接種率：チリが 98％、ブラジルで 95％、コスタリカが 99％。  ウイ

ル ス ・ 血 清 学 的 調 査 ： 流 行 株 の 検 査 と Ｉ ｇ Ｍ 抗 体 検 査 。  流 行 の 実 態 を 明 確

にするサ－ベイランス調査網整備。  
☆  インフルエンザ。 03 年 2 月。ベルギ－： 2 月初旬Ａ型流行。死亡例あり。

チ ェ コ ： Ａ 型 （ Ｈ 3Ｎ 2、 Ｈ 1Ｎ 1） と Ｂ 型 流 行 。 フ ラ ン ス ： Ｂ 型 。 ド イ ツ ： Ａ

（ Ｈ 3Ｎ 2） 主 体 。 イ ス ラ エ ル ： Ｂ 型 。 ス イ ス ： Ａ （ Ｈ 3Ｎ 2） 増 加 中 。 ウ ク ラ

イナ：学童で発生中。  
☆  2 月 14 日－ 20 日届出。コレラ：モザンビ－ク、ウガンダ。  

 

 

 



第 9週(15 年 2月 24日～3月 2日)の 4類感染症 （全国） 

 

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 の 定 点 当 た り 報 告 数 は 、 過 去 3 年 間 の 同 時 期 の 平 均 に 比

べ 1.6 倍 と な っ た 。 都 道 府 県 別 で は 長 崎 県 （ 1.3） 、 青 森 県 （ 1.0） 、 沖 縄 県

（ 1.0）からの報告が多い。他の疾患の定点当たり報告数は、過去 5 年間の同時

期 と 比 べ て 特 別 多 く な っ て は い な い 。 Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌 咽 頭 炎 と 感 染 性 胃

腸 炎 の 定 点 当 た り 報 告 数 は 2 週 連 続 し て 増 加 し た 。 前 者 は 引 き 続 き 富 山 県

（ 4.3） か ら の 報 告 が 多 く 、 後 者 は 大 分 県 （ 22.9） 、 宮 崎 県 （ 22.4） な ど 九 州 地

方を中心に、 21 都道府県から 2 桁の報告がある。風疹は岡山県（ 0.3）からの報

告 が 前 週 よ り 増 え 、 全 体 の 3 割 を 超 え て い る 。 麻 疹 （ 成 人 麻 疹 を 除 く ） の 定 点

当 た り 報 告 数 は 前 週 か ら 変 化 は な い が 、 宮 崎 県 （ 0.9） 、 福 島 県 （ 0.7） 、 鹿 児

島 県 （ 0.4） で 多 い 。 水 痘 の 定 点 当 た り 報 告 数 は 全 体 と し て は 微 減 し た が 、 沖 縄

県 （ 8.9）か ら は 前 週 同 様 非 常 に 多 く 、 宮 崎 県 （ 4.3） 、佐 賀 県 （ 3.2） か ら の 報

告 も 引 き 続 き 多 い 。 流 行 性 耳 下 腺 炎 は 秋 田 県 （ 2.6） か ら の 報 告 が 更 に 増 え た 。

流 行 性 角 結 膜 炎 の 定 点 当 た り 報 告 数 は 、 香 川 県 （ 3.3） を 始 め 、 中 国 ・ 四 国 地 域

（ 1.33） が 全 国 （ 0.62） の 2 倍 以 上 あ る 。 イ ン フ ル エ ン ザ の 定 点 当 た り 報 告 数

は 5 週連続で減少し、 13.3 となった。 34 の都道府県で前週より減少したが、

徳 島 県 （ 26.0） 、 大 分 県 （ 25.2） 、 佐 賀 県 （ 20.2） で は 前 週 よ り 3.5 以 上 の 増

加 を 示 し て い る 。 秋 田 県 （ 32.4） 、 山 形 県 （ 30.8） 、 岩 手 県 （ 30.1） か ら の 報

告は依然多い。  

 

（ Infectious Diseases Weekly Report より抜粋   

厚生労働省感染症研究所感染症情報センタ－感染症情報室提供）  

 

 

 

 

詳細は感染症情報センタ－のホ－ムペ－ジ（ h t tp : / / id sc .n ih .go . jp /kan ja / index -

j .h tml）の感染症発生動向調査週報をご覧下さい。  

 

http://idsc.nih.go.jp/kanja/index-j.html
http://idsc.nih.go.jp/kanja/index-j.html


愛知県感染症情報
2003年第11週（平成15年3月10日～3月16日） 愛知県衛生研究所
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191 182 35 51 13 550 23 233 1,490 437 23 18 125 1 1 10 1 104 0 25 0 0 0 2 0 0

121 112 24 37 12 424 22 183 1,090 346 19 13 98 1 0 9 0 89 0 20 0 0 0 2 0 0

名 古 屋 名 古 屋 市 70 70 11 14 1 126 1 50 400 91 4 5 27 1 1 1 15 5
尾 張 東 部 瀬 戸 9 9 2 3 1 13 1 28 58 17 4 6 8
海 部 津 島 津 島 7 7 2 2 1 5 17 1 51 18 1 1 2
尾 張 中 部 師 勝 4 4 1 1 24 3 77 5 1 1 2
尾 張 西 部 一 宮 16 12 3 4 1 28 13 116 30 2 3 12 1 8 1
尾 張 北 部 春 日 井 9 9 2 3 1 64 9 109 32 2 1 7 6 2

江 南 6 6 1 2 26 13 120 14 1 7 5 4
知 多 半 島 半 田 6 6 1 2 1 3 6 35 4 7 2

知 多 7 7 2 2 34 9 55 25 2 1 8 2
西 三 河 南 部 岡 崎 11 7 2 2 1 44 8 6 18 10 13 1

衣 浦 東 部 11 11 2 4 1 51 1 21 53 34 1 9 4 17 3
西 尾 5 5 1 2 1 16 15 31 29 1 1 6 8

西 三 河 北 部 豊 田 市 8 8 2 3 1 1 9 79 26 1 1 7 1 17 6 2
加 茂 3 3 1 2 17 18 3 1

東 三 河 南 部 豊 橋 市 8 8 2 4 1 74 2 22 183 44 3 1 6 2 1
豊 川 9 8 1 2 1 38 9 99 44 1 3 8 3

東 三 河 北 部 新 城 2 2 1 2 3 3

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)
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計 424 22 183 1,090 346 19 13 98 1 0 9 0 89 0 20 0 0 0 2 0 0
～6ヶ月 2 1 12 8 1 15 1 1
～12ヶ月 4 1 72 13 1 1 53 2 2

0歳
1歳 27 1 199 53 3 1 28 1 4 1
2歳 33 2 11 141 61 5 2 2 2 8 1
3歳 33 6 19 112 57 5 1 2 4
4歳 62 5 44 110 80 4 1 18
5歳 45 4 48 91 42 1 1 17
6歳 39 2 29 53 14 3 11 1
7歳 34 14 48 5 12
8歳 22 4 34 3 4
9歳 19 1 1 30 4 1 1

5歳～9歳
10歳～14歳 30 6 49 5 3 7 1
15歳～19歳 8 9 1

20歳～ 6 130 1 2
20歳～29歳 24 3
30歳～39歳 23 4
40歳～49歳 11 4
50歳～59歳 4 3
60歳～69歳 2 1

70歳～
70歳～79歳 2
80歳以上
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191 182 35 51 13 46,801 135 1,763 12,388 4,100 182 281 1,143 7 8 39 20 918 13 158 1 0 4 23 0 1

121 112 24 37 12 37,728 111 1,279 8,536 3,450 135 229 913 4 4 27 15 764 12 115 1 0 4 23 0 1

名 古 屋 名 古 屋 市 70 70 11 14 1 9,073 24 484 3,852 650 47 52 230 3 4 12 5 154 1 43
尾 張 東 部 瀬 戸 9 9 2 3 1 2,717 23 134 392 160 5 4 50 1 1 3 93 1 3
海 部 津 島 津 島 7 7 2 2 1 1,323 17 22 487 199 4 11 37 1 18 4
尾 張 中 部 師 勝 4 4 1 1 1,369 14 541 31 6 7 14 6 4 5
尾 張 西 部 一 宮 16 12 3 4 1 2,667 1 98 908 340 21 22 106 2 1 1 63 1 3 1
尾 張 北 部 春 日 井 9 9 2 3 1 4,184 5 97 539 178 16 16 83 1 3 1 67 12 1 1

江 南 6 6 1 2 1,477 2 57 739 174 12 11 61 36 10
知 多 半 島 半 田 6 6 1 2 1 1,913 4 51 334 78 5 1 63 1 60 9 1

知 多 7 7 2 2 2,331 6 83 653 211 10 4 71 1 14 5
西 三 河 南 部 岡 崎 11 7 2 2 1 4,133 113 66 423 5 24 96 107 1 14

衣 浦 東 部 11 11 2 4 1 5,763 9 131 605 368 6 30 106 4 5 122 20 2 5
西 尾 5 5 1 2 1 1,161 2 73 382 196 3 24 38 44 2 1 4

西 三 河 北 部 豊 田 市 8 8 2 3 1 2,372 9 57 537 293 6 10 54 3 5 3 92 7 15 6
加 茂 3 3 1 489 10 59 177 56 7 1 14 18

東 三 河 南 部 豊 橋 市 8 8 2 4 1 2,870 23 188 1,347 354 13 47 57 3 1 7 1 10 5
豊 川 9 8 1 2 1 2,714 101 829 367 16 17 53 2 1 15 1 3 2

東 三 河 北 部 新 城 2 2 1 245 1 22 10 4

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)
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計 37,728 111 1,279 8,536 3,450 135 229 913 4 4 27 15 764 12 115 1 0 4 23 0 1
～6ヶ月 506 1 1 92 76 2 1 73 1 2 2
～12ヶ月 1,068 4 2 579 204 6 5 557 2 6 2 8 3

0歳
1歳 3,155 17 30 1,429 623 37 11 263 1 6 7 38 3
2歳 3,186 20 83 943 642 32 22 16 3 50 1 2
3歳 3,231 20 136 825 524 16 26 3 1 88 3 1
4歳 3,411 20 256 804 650 23 31 2 1 160 1
5歳 2,175 13 260 640 409 3 37 1 169 1 2
6歳 1,754 6 213 482 155 9 34 1 1 2 92 1
7歳 1,411 5 95 390 55 3 19 55 1
8歳 1,286 2 57 306 32 1 18 2 1 1 32 2
9歳 1,314 1 41 251 22 8 2 14

5歳～9歳 1 1
10歳～14歳 4,810 61 546 40 1 14 1 1 31 1 2 7
15歳～19歳 1,555 5 144 4 1 5 6 2

20歳～ 2 39 1,105 14 2 3 3 20 1  
20歳～29歳 2,709 4 22 1 3
30歳～39歳 2,994 1 25 1 4
40歳～49歳 1,166 1 13 1 1 1
50歳～59歳 875 2 16
60歳～69歳 588 1 9 1

70歳～ 1 6
70歳～79歳 348
80歳以上 186


	東南アジア等で流行している「重症急性呼吸器症候群」関連情報

